
地域連携推進会議議事録   NPO法人友訪グループホームもやい 

開 催 日 時 令和８年２月１６日（月曜日）１１時～１３時   

開 催 場 所 ＮＰＯ法人友訪 本部（会議・昼食）、ユニット見学（もやい、向台、泉町、住吉） 

参 加 者 

利用者：1 名／利用者ご家族：2 名（１名はユニット見学のみ）／地域の関係者：３名（福祉に知見

のある方、経営に知見のある方、オンブズマン方）／施設職員：理事長、管理者、職員 4 名（内 2

名見学案内）                                   

内 容 

（具体的に） 

※司会進行：施設職員 

１． 開会の挨拶…法人理事長より開会の挨拶を行った。 

２． 参加者紹介…地域連携推進会議構成員(会議参加者)紹介を自己紹介形式にて行った。 

３． 事業所概要…事業所概要についてもやい職員から説明した。 

・入居状況・職員体制・行事活動等の概要報告を行った。（配布資料あり） 

・住吉ユニットと泉町ユニットの支援内容を各ユニット担当より説明した。 

・グループホームもやい事業継続計画（ＢＣＰ）を開示した。内、近況として法人全体で講師招聘に

よる首都直下型地震の外部研修開催を報告した。 

・虐待防止・身体拘束適正化研修等権利擁護取り組みについて報告した。 

・もやいの第三者評価受審体制について報告した。 

・ホームページ・福ナビでのもやいの情報公開について報告した。 

・個人が特定されない形でヒヤリハットを開示した。 

・レクリエーション実施状況報告、レク予定告知した。 

４． 意見交換…構成員参加者で意見交換を行った。 

もやいより、 

・障害者の障害特性について説明した。 

・苦情について共有した。 

経営に知見のある方より、 

・障害のある方へ「建物を貸すこと」「リクルート」について継続していく展望のお話しがあった。不動

産所持の親亡き後の当事者が GH を経営することで、家賃収入を得ながら当事者自身がサービ

スを受ける形等、家主の GHへの移行提案等の展望について等ご意見を頂戴した。 

利用者ご家族より、 

・「入居前は、服薬の大変さ・過去の一人暮らしの心配・周囲への迷惑行為などを気にしたが入居

後はその必要がなくなった」とのご意見を頂戴した。 

福祉に知見のある方より、 

・費用及び食事についてのご質問を受け、返答した。 

オンブズマン方より、 

・支援者側の世代交代、外国人支援者の導入等福祉業界の問題について言及され、社会に障

害理解を広げ、コミュニケーションの拡大、「つながり」を持ち「地域で支えていく」考え方・体制の必

要を頂戴した。 

５． 閉会挨拶…司会より閉会の挨拶を行った。 

６． 各ユニット見学…施設職員が各ユニット見学を案内した。 

もやい見学：利用者 1名／向台・向台２見学：地域の関係者 2名／泉町見学：1名／住吉見学：

利用者ご家族 1名  

  ～見学の感想～ 

・「2部屋みたがそれぞれご本人らしい生活を送れているようすがありますね」（地域の関係者） 

・「ユニットに階段手すりの設置したらよいのでは」（地域の関係者） 

・「きれいに生活されていますね。見学先の利用者さんは緊張されていました」（利用者ご家族） 

・利用者の現状の生活を聞いて感心されていた。（地域の関係者） 

・見学先の入居者に困りごとがないかを質問し、特にない旨の返答があった。（地域の関係者） 

以上。                                  次回開催：２０２６年１０月 
 


